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る。雨天のため作業は難航する。石室内から



























 　　　　　　    　　　　　　
第 6図　15,16 号墳出土遺物実測図 (25,26 のみ 15 号墳出土 )(27,28,29 は縮尺 1/4，他は 1/3)
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         （１、２のみ15号噴出土遺物）
写真12　16号墳出土遺物（鉄刀）
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第７図　16 号墳出土遺物実測図 ( 縮尺 1/3)
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写真14　16号墳出土遺物（土器）
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えられる。山茶碗は渥美窯または湖西窯の製
品で13世紀、鎌倉時代のものとみられ、出土
状況から、墳丘上から石室内に混入したもの
と考えられる。
６　小　結
　川田原古墳群は、かつて34基以上存在して
いたと考えられるが、1968 年（昭和43）当
時の愛知大学が調査した時点で、すでに 9、
10号および26号以下34号までの11基が消滅し
ていた。川田原古墳群は本宮山の東南山麓か
ら豊川にむかって伸びる舌状台地上に位置
し、概ね上方の山麓の裾部に営まれた 1号墳
から14号墳までの一群と、その下方のやや傾
斜が緩やかな斜面に営まれた15号墳から25墳
からなる中央の一群、およびそれより下方の
26号墳から34号墳までの、現在は消滅した９
基の古墳群に分類される。15号墳と16号墳は
中央の古墳群に属し、さらにその中でも中西
部に位置する15号から20号墳までの 6基の古
墳群の中の 2基である。
　15号墳と16号墳の間隔は約30mと隣接する
が、両古墳とも調査時には石室周辺を残すの
みで、島状に削平され、本来の墳丘部は消滅
していた。また、天井石もかなり抜き取られ、
石室内は盗掘されていた。とくに15号墳の損
傷は激しく奥壁は消滅し、遺物も銀環 2個と
土師器や鉄鏃の破片が若干検出されたのみで
あった。両古墳とも側壁は残存していたが、
残念ながら15号墳の石室の実測図は紛失して
いるので正確な情報を知ることができない。
発掘日誌の記録などから類推すると、両古墳
はほぼ同じ規模を有し、西側壁は垂直に近く、
東壁は天井部に向かって持ち送り法で迫り出
すように築造されている。
　遺物は、15号墳は銀環 2個と鉄鏃片および
土師器の断片であり、16号墳に金環と各種の
玉類、鉄斧、鉄鏃などの鉄器、および須恵器、
土師器片などが出土している。古墳の築造年
代は16号墳出土の須恵器から 7世紀前半とみ
れる。
　坩（第７図―２、写真14－２）　口頸部の
上部を欠失する。残高11.8、胴径12.4㎝で、
口頸部の内側には浅い沈線が 2～ 3条施され
ている。胴部の下半部には空気が入り膨張し
た部分もみられる。底部は丸底をヘラで削り、
平底に近付けている。
　広口壺（第７図―３、写真14－３）　完形
品で、高12.8、口径11.3、胴径14.5、底径5.3
㎝である。外反する口縁部の内側にはやや窪
みがあり、胴部の中央部付近に浅い沈線が 2
条めぐる。胴の下半部はヘラで調整され、底
部はヘラで平たく削られている。
　提瓶（第７図―４、写真14－４）　口縁部
は一部を除き大部分を欠失する。高21.8、口
径（推定）7.2、胴径15.3㎝で、口頸部は外反し、
口縁部には 1条の突帯を巡らす。胴部は扁平
な半球部と緩やかに膨らむ半球部を繋ぎ合わ
せ、接合部には叩き目を施している、また両
半球部ともロクロの挽目がよく見られる。
　土師器片（第７図－５、写真14－５）　石
室の入口よりやや中央部寄りで、埋土中から
発見されている。小破片であるため、全形を
復元することはできないが、高坏の脚部上部
と坏部の中央部に繋がる部分に相当する。法
量は残高3.5、坏部の残存部径3.7～3.9㎝であ
る。
　山茶碗（第７図―６、写真14－６）　石室
中央部よりやや入り口寄りの埋土の中から出
土している。全体の約 5割を欠失し、口縁部
の一部も欠失する。高4.9、口径14.3、底径6.5
㎝で、胴部の全面にロクロ跡が残り、高台は
削り出して作り出し、底部には糸切り痕が残
る。
　以上の土器類のうち須恵器は石室の入口の
両隅部の床上から出土しているので、埋葬時
の状態を留めていると考えられる。湖西窯の
製品の可能性が高く、年代は 7世紀前半ころ
とみられる。土師器は小片なので、詳細は分
からないが、須恵器に準じて副葬されたと考
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られ、15号墳も16号墳に近接し、石室の構造
も類似しているので、それに準じる年代と考
えられる。今回の15、16号墳の川田原古墳群
の中の位置付けについては、残りの 3基の古
墳の報告の際に改めて考えてみたい。
　なお、今回の報文は、発掘当時に愛知大学
が作成した図面や写真および、その後に整理
された実測図と、歌川學氏が執筆され、新城
市教育委員会へ提出される予定であった草
稿（本稿の２川田原古墳の位置と調査の経
過、４　川田原第15墳の古墳の概要と内部構
造、５　川田原第16号墳の古墳の概要と内部
構造）をもとに出土遺物などの項目を追加し
て作成したものである。歌川氏の草稿には変
更、加筆された部分もあるが、文責は筆者に
ある。
　また、図面や遺物の再整理、実測図の作成、
写真撮影などにあたっては、玉井力（郷土研
究所非常勤所員）、廣瀬憲雄（郷土研究所所
員）、桒原将人（郷土研究所研究員）、森田亮
子（郷土研究所臨時職員）、朝倉留美（郷土
研究所臨時職員）の各氏ご協力いただいた。
また土器の年代については尾野善裕氏（奈良
文化財研究所）、参考資料や文献については
岩原剛氏（豊橋市文化財センター）にご教示
いただいた。ここに記して感謝の意を表しま
す。
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